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綜合警備保障株式会社 
東京都港区元赤坂一丁目６番６号 

平成27年６月25日 



貸 借 対 照 表
(平成27年３月31日現在)

(単位：百万円)

資 産 の 部 負 債 の 部

Ⅰ 流 動 資 産 142,833 Ⅰ 流 動 負 債 104,192

１ 現 金 及 び 預 金 9,721 １ 買 掛 金 11,927

２ 警 備 輸 送 業 務 用 現 金 95,575 ２ 短 期 借 入 金 66,461

３ 受 取 手 形 159 ３ １年内返済予定の長期借入金 2,400

４ 売 掛 金 20,973 ４ リ ー ス 債 務 1,068

５ 貯 蔵 品 3,928 ５ 未 払 金 5,242

６ 前 払 費 用 1,537 ６ 未 払 費 用 3,299

７ 立 替 金 6,256 ７ 未 払 法 人 税 等 2,174

８ 繰 延 税 金 資 産 881 ８ 未 払 消 費 税 等 4,151

９ そ の 他 3,862 ９ 前 受 金 6,458

10 貸 倒 引 当 金 △62 10 預 り 金 395

Ⅱ 固 定 資 産 123,386 11 そ の 他 611

１ 有 形 固 定 資 産 42,881 Ⅱ 固 定 負 債 20,744

(1) 建 物 9,443 １ リ ー ス 債 務 2,034

(2) 構 築 物 181 ２ 再評価に係る繰延税金負債 332

(3) 機 械 及 び 装 置 15,056 ３ 退 職 給 付 引 当 金 16,120

(4) 車 両 運 搬 具 4 ４ 預 り 保 証 金 2,115

(5) 工 具、 器 具 及 び 備 品 2,526 ５ 長 期 未 払 金 82

(6) 土 地 10,130 ６ 資 産 除 去 債 務 58

(7) リ ー ス 資 産 2,954

(8) 建 設 仮 勘 定 2,585

２ 無 形 固 定 資 産 4,385

(1) ソ フ ト ウ エ ア 3,948 負 債 合 計 124,937

(2) ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定 433 純 資 産 の 部

(3) 電 気 通 信 施 設 利 用 権 1 Ⅰ 株 主 資 本 139,477

(4) そ の 他 1 １ 資 本 金 18,675

３ 投 資 そ の 他 の 資 産 76,119 ２ 資 本 剰 余 金 29,320

(1) 投 資 有 価 証 券 16,648 資 本 準 備 金 29,320

(2) 関 係 会 社 株 式 32,513 ３ 利 益 剰 余 金 93,458

(3) 長 期 貸 付 金 640 (1) 利 益 準 備 金 792

(4) 長 期 前 払 費 用 157 (2) そ の 他 利 益 剰 余 金 92,665

(5) 敷 金 及 び 保 証 金 6,653 別 途 積 立 金 14,000

(6) 保 険 積 立 金 653 繰 越 利 益 剰 余 金 78,665

(7) 前 払 年 金 費 用 7,059 ４ 自 己 株 式 △1,976

(8) 繰 延 税 金 資 産 2,594 Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,806

(9) そ の 他 9,539 １ その他有価証券評価差額金 7,116

(10) 貸 倒 引 当 金 △339 ２ 土 地 再 評 価 差 額 金 △5,309

純 資 産 合 計 141,283

資 産 合 計 266,220 負 債 及 び 純 資 産 合 計 266,220



損 益 計 算 書

（平成26年４月１日から
平成27年３月31日まで）

(単位：百万円)

売 上 高 213,006

売 上 原 価 157,078

売 上 総 利 益 55,927

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 43,788

営 業 利 益 12,139

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 8,269

そ の 他 の 営 業 外 収 益 1,345 9,615

営 業 外 費 用

支 払 利 息 714

そ の 他 の 営 業 外 費 用 565 1,279

経 常 利 益 20,475

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 2

抱 合 せ 株 式 消 滅 差 益 148 151

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 評 価 損 29

子 会 社 株 式 評 価 損 78

関 係 会 社 整 理 損 339

減 損 損 失 0 448

税 引 前 当 期 純 利 益 20,178

法人税、住民税及び事業税 4,613

法 人 税 等 調 整 額 856 5,470

当 期 純 利 益 14,708



株主資本等変動計算書

（平成26年４月１日から
平成27年３月31日まで）

（単位：百万円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益

剰余金
合計

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

当期首残高 18,675 29,320 29,320 792 14,000 63,881 78,674 △1,975 124,693

会計方針の変更に
よる累積的影響額

3,594 3,594 3,594

会計方針の変更を
反映した当期首残高

18,675 29,320 29,320 792 14,000 67,476 82,268 △1,975 128,288

当期変動額

剰余金の配当 △3,518 △3,518 △3,518

当期純利益 14,708 14,708 14,708

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - - 11,189 11,189 △0 11,188

当期末残高 18,675 29,320 29,320 792 14,000 78,665 93,458 △1,976 139,477

評価・換算差額等

純資産
合計

その他
有価証券

評価差額金

土地
再評価
差額金

評価・換算
差額等
合計

当期首残高 5,367 △5,343 24 124,717

会計方針の変更に
よる累積的影響額

3,594

会計方針の変更を
反映した当期首残高

5,367 △5,343 24 128,312

当期変動額

剰余金の配当 △3,518

当期純利益 14,708

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

1,748 33 1,782 1,782

当期変動額合計 1,748 33 1,782 12,971

当期末残高 7,116 △5,309 1,806 141,283



個 別 注 記 表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

　資産の評価基準及び評価方法

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 ア 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法によっております。

その他有価証券

時価のあるもの……………決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産

直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)に

よっております。

時価のないもの……………移動平均法による原価法によっております。

　 イ デリバティブ等の評価基準及び評価方法

時価法によっております。

　 ウ たな卸資産の評価基準及び評価方法

主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）によっております。

　(2) 固定資産の減価償却の方法

　 ア 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

　主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 15～50年

機械及び装置 　 ５年

　 イ 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額

法を採用しております。

ウ リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　

　(3) 引当金の計上基準

貸倒引当金……………………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については

個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しておりま

す。
退職給付引当金………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。過去

勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（５年）による定額法により処理しておりま

す。数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数（10年）による定額法により発生時の翌

事業年度から処理しております。



　(4) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

ア 繰延資産の処理方法

株式交付費………………………支出時に全額費用処理しております。

イ 重要なヘッジ会計の方法

(ア) ヘッジ会計の方法……………繰延ヘッジ処理を採用しております。また、金利スワップに

ついては特例処理の条件を充たしている場合には特例処理を

採用しております。

(イ) ヘッジ手段とヘッジ対象……ヘッジ手段 金利スワップ

ヘッジ対象 銀行借入金

(ウ) ヘッジ方針……………………金利変動リスクの低減並びに金融収支改善のため、内規に基

づき、金利変動リスクをへッジしております。

(エ) ヘッジの有効性評価の方法…特例処理によっている金利スワップにつきましてはヘッジの

高い有効性があるとみなされるため、有効性の評価は省略し

ております。
ウ 消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税および地方消

費税は、当事業年度の費用として処理しております。

　

（会計方針の変更に関する注記）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27

年３月26日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適

用指針第67項本文に掲げられた定めについて当事業年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計

算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率

の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎とする方法から退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しておりま

す。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って

おり、当事業年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益

剰余金に加減しております。

　この結果、当事業年度の期首の前払年金費用が3,192百万円増加し、退職給付引当金が2,393百万円

減少し、利益剰余金が3,594百万円増加しております。また、当事業年度の営業利益、経常利益及び

税引前当期純利益はそれぞれ142百万円増加しております。

　なお、当事業年度の１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額はそれぞれ、35.76円、1.41

円増加しております。

（追加情報）

　（法定実効税率の変更）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する

法律」（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する事

業年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の35.6％から平成27年４月１日に開始する事業年度に

解消が見込まれる一時差異については33.1％に、平成28年４月１日に開始する事業年度以降に解消が

見込まれる一時差異については、32.3％となります。

これに伴い、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は306百万円減少し、再

評価に係る繰延税金負債は33百万円減少し、法人税等調整額が653百万円増加しております。

　



（貸借対照表に関する注記）

１ 担保に供している資産

出資会社の借入金に対して下記の資産を担保に供しております。

投資有価証券 26百万円

２ 有形固定資産の減価償却累計額 108,399百万円

３ 関係会社に対する金銭債権及び債務は次のとおりであります。

短期金銭債権 3,644百万円

長期金銭債権 439百万円

短期金銭債務 11,743百万円

４ 土地の再評価

土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）及び土地の再評価に関する法律

の一部を改正する法律（平成11年３月31日公布法律第24号）に基づき、事業用土地の再評価を行

い、土地再評価差額金を純資産の部に計上しております。

再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定め

る地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地

の価額を算定するために、国税庁長官が定めて公表した方法により算出した価額に基づいて、奥

行価格補正等合理的な調整を行って算出しております。

再評価を行った年月日

平成14年３月31日

再評価を行った土地の期末における時価が再評価後の帳簿価額を下回る額

1,062百万円

（損益計算書に関する注記）

関係会社との取引高

営業取引による取引高

売上高 11,809百万円

営業費用 33,664百万円

営業取引以外の取引高 7,948百万円



（株主資本等変動計算書に関する注記）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当 事 業 年 度
期首株式数(株)

当 事 業 年 度
増加株式数(株)

当 事 業 年 度
減少株式数(株)

当事業年度末
株 式 数 (株)

普通株式 1,506,354 265 － 1,506,619

（注）普通株式の自己株式の増加265株は、単元未満株式の買取りに伴う増加であります。

（税効果会計に関する注記）

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産 （単位：百万円)
未払事業税 235
貸倒引当金損金算入限度超過額 121
退職給付引当金損金算入限度超過額 5,222
役員退職慰労金の未払額 26
減価償却限度超過額 516
警報機器設置工事費否認 2,888
投資有価証券評価損 18
土地再評価差額金 1,942
その他 664

繰延税金資産小計 11,637
評価性引当額 △2,352

繰延税金資産合計 9,284
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △3,401
前払年金費用 △2,283
外国株式配当減額 △124
土地再評価差額金 △332

繰延税金負債合計 △6,141
繰延税金資産の純額 3,143

（注）繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含まれております。

流動資産―繰延税金資産 881
固定資産―繰延税金資産 2,594
固定負債―再評価に係る繰延税金負債 △332



（関連当事者との取引に関する注記）
１ 役員及び個人主要株主等

名 称 又 は 氏 名
議決権等
の所有(被
所有)割合

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（百万円）

取引条件及
び取引条件
の決定方針

取引により
発生した債
権又は債務
に係る主な
項目別の当
事業年度末
日における
残高
（百万円）

取引条件
の変更

村井 温
（公益財団法人
村井順記念奨学
財団理事長）

(被所有)
直接
3.0％

役員
(当社代表
取締役)

寄付金 13
(注)１
(注)２

― ―

(注)１ 当社代表取締役村井温が公益財団法人村井順記念奨学財団の理事長として行った取引であり
ます。
　なお、当該財団の活動内容は、神奈川県内の工学系大学又は工学系の学部に在学する学生を
対象とした返還不要の奨学金の支給であります。

　 ２ 取引条件及び取引条件の決定方針等
　公益財団法人村井順記念奨学財団への寄付金の金額につきましては、当社の社会貢献の必要
性、当該財団の活動目的を達成するために必要と認められる年間奨学金等を勘案の上、当社の
取締役会で決定しております。

　 ３ 上記金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておりません。

２ 子会社

名称又は氏名
議決権等
の所有(被
所有)割合

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

取引条件及
び取引条件
の決定方針

取引により
発生した債
権又は債務
に係る主な
項目別の当
事業年度末
日における
残高
（百万円）

取引条件
の変更

ALSOK
(Thailand)

(直接所有)
49.0％

子会社 資金の貸付 ― (注)１

１年内回収
予定長期貸
付金

110
長期貸付金

25

―

ALSOK
Consulting(Thailand)

(直接所有)
49.0％

子会社 資金の貸付 ― (注)１
長期貸付金

86
―

日 本 フ ァ
シリオ㈱

(直接所有)
91.6％

子会社 資金の借入 230 (注)２
短期借入金

4,130
―

(注)１ 当該子会社の再建のため人的支援、金融支援を行っております。貸付金の金利については、
市場金利を勘案して決定しておりますが、合理的な再建計画に基づき当該子会社の業績が回復
するまでの間は無利息としております。

　(1) 貸付金期末残高に対する貸倒引当金残高 0 百万円
　(2) 当期の貸倒引当金繰入額 0 百万円
　(3) 当期の貸倒損失 該当事項はありません。
２ 短期借入金は、当社グループ内の資金効率を高めることを目的として借り入れたものでありま

す。借入金の金利については、市場金利を勘案して決定しております。



（１株当たり情報に関する注記）

１ １株当たり純資産額 1,405円 34銭

２ １株当たり当期純利益金額 146円 30銭

（重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

注：記載金額は、表示単位未満を切り捨てております。


